
 

 

 

 

 

 
 受験科目を想定する

 

彼を知り己を知れば百戦殆からず 

 中国の戦国時代に活躍した孫子の言葉です。敵の実力や現状をしっかりと把握し、自分自身のことを

よくわきまえて戦えば、なんど戦っても、勝つことができるという意味です。無謀な玉砕をしないよう

志望する大学の受験パターンや企業の選考方法を知り、自分の力を客観的に把握して正しい挑戦をして

下さい。国公立大学は前期・後期の 2 回しか試験がないと思っていませんか？例えば鳥取大学では学部

によっては AO 入試を含めて 5 回受験チャンスがありました。今年は入試が変わる年ですので、様々な

可能性を考えてしっかりとチェックしてください。夏ぐらいに各校から入試要項でてくるはずです。 

入試に向けて他大学の動向や志望の度合い、自分の向き・不向き、大学の選考方法を考える必要があ

ります。面接の苦手な人が面接の練習に全てをかけ、学力を落としてしまっては元も子もありません。

それから自分が受験する可能性のある入試の科目はすべて把握していますか？ 

 

自分を中心に考えるな！ 

基準が「自分」しかなく、相手のことがまったく見えていないと良い結果を手にすることは難しいで

す。AO入試で受験校のアドミッションポリシーを知らず、自分のことだけ語っても受かるわけがありま

せん。また「第 1 志望の受験チャンスがあるなら積極的に挑戦したい！」ということと「受験なんかし

んどい、早く終わらせられるならラッキー」ということは全然違います。あくまで目標は一般入試にお

いて、最後まで継続して努力して下さい。進路決定を楽に終わらせようとしていませんか。その科目は

本当に必要のないものなのですか。一例を挙げます。 

 

■ 2019年度、関西大学一般入試 

＜文系型＞ 

3教科型 3教科型 英 ＋ 国 ＋ 社会 ｏｒ 数学 

2教科型 英語外部試験利用方式 国語 ＋ 社会 or 数学  ※英語外部試験の基準を満たせば 

英国方式 英語 ＋ 国語 
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＜理系型＞ 

3教科型 理科 1科目選択方式 英 ＋ 数 ＋ 理 

理科設問選択方式 英語 ＋ 数 ＋ 理 

2教科型 英数方式 英語 ＋ 数学  ※社会安全学部・総合情報学部 

 

 

2019年度、関西大学センター前期利用入学試験 （個別学力検査はなし） 
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 科目を絞り込むのではなく、逆に最後まで幅広く勉強するという選択肢があることに気がつきました

か。昔、担当した生徒で日本史が得意な子がいました。彼はセンター試験の英語（200 点満点）の点数

よりも日本史(100 点満点)の方が、点数が高かったのです。「得意科目」で勝負するということはそのよ

うな生徒たちと戦っていくということです。また 2 科目で受験できる大阪経済大学ですが、科目間調整

を偏差値でおこなうので、平均点が高い日本史・世界史を軸に受験すると差がつかず苦しくなります。

科目を減らしても楽になるわけではありません。理系から文転した場合に数学をあきらめる生徒がいま

すが、その数学は文系数学よりも実力は劣っているのですか。志を高く持ち、自分本位に考えず様々な

ことを考慮に入れて、受験科目を決定しましょう。 

 

自分に必要な科目をもう 1 度考えてみて下さい。今後たくさんの模試を受けていきます。そのときに

受ける科目が未来につながっていくようにして下さい。 

 

 

― 己を知ろうとする芋虫は、決して蝶にはならぬだろう  ｂｙ アンドレ＝ジッド 


